




要約:脆弱 X症候群は遺伝性の精神遅滞として欧米では比較的多い疾患である.種々の程度

の神経症状(精神遅滞,行動異常,高次脳機能障害など)、耳鼻科的、循環器的、眼科的な症

状を呈する疾患である。本症の自然歴について、身体発育、症状調査を昨年度報告したが、

それを踏まえ本症を医療福祉の面でトータルケアを行うためのガイドラインを作成した。

中でも本症にとって発達の経過、合併症状を十分に把握すると共に、その時点で適した処

遇を考慮して行くことが重要である。


